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連載 

P４　つながりをたやさない社会づくり
　　　「赤い羽根共同募金」にご協力をお願いします！

P５　かながわ災害福祉広域支援ネットワークの取り組み

P６　連携・協働の今－新たなパートナーシップを目指して－⑥

セルフヘルプ・グループ活動支援20年のあゆみ
～セルフヘルプ・グループの可能性～

特集 　（Ｎ）子ども支援センターつなっぐ
で、付添犬として活動するボロニーズ
のアンジェロくん。
　時にしずかに、時に温かく、被害を
受けた子どもの負担軽減というサポー
トを行う。
 【詳しくは12面へ】
 撮影：菊池信夫

今月の表紙



特集
セルフヘルプ・グループ活動支援

20年のあゆみ
～セルフヘルプ・グループの可能性～

　近年、社会全体に広まり様々なグループが形成されている「セルフヘルプ・グループ活動（当事者活動）」。本会か
ながわボランティアセンターでは、前身の当事者活動支援を含めると30年以上にわたり活動支援に取り組んできま
した。様々な生きづらさを抱えている人やその家族等が抱えるものは個別性が高く、それ故に孤独を感じ、理解され
にくい状況であり傷つく人が少なくありません。こうした方々にとって「ひとりではない」と気づき、共感を得られ
る場が「セルフヘルプ・グループ」です。
　今号では、これまでのセルフヘルプ・グループ活動支援を振り返るとともに、この20年で広がりをみせるセルフヘ
ルプ・グループの持つ「チカラ」についてお伝えします。

Ｓ
Ｈ
Ｇ
へ
の
活
動
支
援

　

本
会
で
は
、
昭
和
63
年
３
月
に
策
定
し

た
県
社
協
活
動
推
進
計
画
に
主
要
事
業
の

柱
と
し
て
当
事
者
活
動
の
支
援
を
掲
げ
て

以
来
、
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

当
初
か
ら
、
学
識
者
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
職
だ
け
で
な
く
、

当
事
者
の
声
を
大
切
に
、
当
事
者
団
体
と

と
も
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
事
者
研
究
、セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー

プ
（
以
下
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
）
の
声
を
聞
く
取
り

組
み
、
講
座
等
の
実
施
を
経
て
、
平
成
14

年
に
は
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
の
支
援
拠

点
と
な
る「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー

（
相
談
室
、
ロ
ッ
カ
ー
・
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

等
）」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
し
ま
し
た
。
翌
15
年
か
ら
、
調
査
研
究

や
情
報
の
収
集
・
提
供
な
ど
、
広
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

明
確
に
し
、
事
務
所
を
置
く
か
な
が
わ
県

民
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
活
動
支
援
に
向
け
た
本
格
的
な

取
り
組
み
を
開
始
し
、
今
年
度
で
20
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

広
域
か
つ
公
的
な
性
格
を
持
つ
本
会
が

支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
域
で

は
出
会
い
に
く
い
仲
間
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
の
匿
名
性
を
守
り
な
が

ら
、
安
心
し
て
活
動
に
参
加
し
た
い
と

い
っ
た
、
広
域
的
に
散
在
す
る
ニ
ー
ズ
へ

対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
か
ら
活
動
グ
ル
ー
プ
数
は
大

幅
に
増
え
、
当
初
の
10
グ
ル
ー
プ
か
ら
現

在
は
57
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
が
増
え
る
中
で
、
参
加
対
象
者
を

よ
り
限
定
し
た
グ
ル
ー
プ
や
複
合
的
な
悩

み
を
抱
え
る
グ
ル
ー
プ
、
抱
え
る
問
題
へ

の
理
解
や
啓
発
を
中
心
に
行
う
グ
ル
ー
プ

が
で
き
る
な
ど
、活
動
内
容
も
様
々
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
場
の
持
つ
「
チ
カ
ラ
」

　

Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
当
事
者
の
持
つ
「
チ
カ
ラ
」

に
よ
っ
て
、
当
事
者
な
ら
で
は
の
解
決
方

法
や
道
筋
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
当
事
者
と
い
う

と
「
支
援
を
受
け
る
側
」
の
よ
う
に
み
な

さ
れ
て
し
ま
い
、
当
事
者
に
備
わ
っ
て
い

る
様
々
な
「
チ
カ
ラ
」
は
見
過
ご
さ
れ
が

ち
で
す
。
こ
れ
ま
で
理
解
さ
れ
な
か
っ
た

悩
み
、
否
定
さ
れ
傷
つ
い
た
こ
と
で
外
に

出
さ
な
く
な
っ
た
想
い
、
世
界
に
こ
の
悩

み
を
持
つ
人
は
自
分
一
人
だ
と
思
っ
て
い

た
孤
独
感
な
ど
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｈ
Ｇ
で
は
こ
う
し

た
想
い
や
悩
み
を
、
当
事
者
同
士
だ
か
ら

こ
そ
分
か
ち
合
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
う
つ
む
き
が
ち
で
不
安
げ
に
参
加
し

た
方
が
、
帰
る
こ
ろ
に
は
ま
る
で
別
人
の

よ
う
に
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
間
を
か
け
て
穏

や
か
に
な
っ
て
い
く
方
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
、
そ
の
「
チ
カ
ラ
」
を
感
じ

る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　様々な生きづらさを抱えた人たちが自主的に集まり
活動するグループのことです。
〈特徴〉
●共通の問題をもつ当事者であること
●参加は自発的なものであること
●メンバーは対等な関係であり、仲間であること
●感情を共有していること
●共通のゴールをもっていること
●基本的には専門家の関与がないこと

「セルフヘルプ・グループ」とは？

セルフヘルプ・グループ活動支援に至るまで
年代 主な取り組み

S.63 県社協　第１次活動推進計画の策定。当事者
活動の支援を位置付け

H.2 当事者団体懇談会

H.3～H.5 当事者活動研究委員会

H.7～H.8 当事者活動支援プログラム検討委員会

H.9～H.13 当事者活動支援委員会

H.14 セルフヘルプ活動支援事業開始

H.15～ セルフヘルプ・グループ登録開始
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SPECIAL  EDITION

安
心
・
安
全
な
場
を
守
る
こ
と

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
と
お
互
い
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

や
社
会
資
源
を
活
用
し
、
協
働
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
当
初
か
ら
活
動
し
て
い
る

「（
Ｎ
）
あ
で
は
で
神
奈
川
」
設
立
者
の
篠

山
淳
子
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
発
達
障
害
の
特

性
に
よ
る
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
た
ち

が
、
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
助

け
合
い
、
支
え
合
っ
て
い
く
Ｓ
Ｈ
Ｇ
で
す
。

発
達
障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
親
の
会
か
ら

始
ま
り
、
会
員
の
声
と
と
も
に
成
人
の
会

や
お
父
さ
ん
の
会
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ

て
き
ま
し
た
。『
同
じ
場
所
』『
同
じ
曜
日
・

時
間
』
に
会
を
開
き
続
け
る
こ
と
、
同
じ

人
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
相
手

を
否
定
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
で
い
い
と
伝

え
る
こ
と
、
自
分
ら
し
さ
を
何
よ
り
も
大

切
に
し
ま
す
。
定
期
的
な
活
動
の
場
を
つ

な
ぐ
た
め
に
相
談
室
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」。

　

Ｓ
Ｈ
Ｇ
と
し
て
活
動
す
る
際
、
課
題
と

し
て
し
ば
し
ば
あ
が
る
の
が
「
活
動
す
る

会
場
の
確
保
」
で
す
。
同
じ
場
所
、
同
じ

時
間
に
活
動
で
き
る
た
め
の
場
の
提
供

が
、
安
定
し
た
会
の
活
動
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

あ
で
は
で
神
奈
川
の
よ
う
な
Ｓ
Ｈ
Ｇ
運

営
か
ら
は
、
特
性
を
否
定
せ
ず
、
お
互
い

を
大
切
に
で
き
る
居
場
所
で
あ
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ

の
存
在
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
篠

山
さ
ん
の
言
う
安
定
し
て
活
動
を
継
続
で

き
る
場
の
確
保
は
、
参
加
者
の
安
全
に
も

つ
な
が
り
、
活
動
支
援
と
し
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｇ
活
動
の
広
が
り

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
や

相
談
、
情
報
の
収
集
・
提
供
な
ど
で
支
援

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
同
士

の
交
流
会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の

リ
ー
ダ
ー
同
士
が
参
加
し
、
運
営
上
の
悩

み
事
な
ど
を
共
有
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
様
々
で
す
が
、
運
営
で

共
通
す
る
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
テ
ー

マ
や
分
野
を
こ
え
て
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
や
社
会
資
源
の
情
報
な
ど
を
交
換

し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
助
け

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
課
題

に
悩
ん
で
い
る
の
は
一
人
で
は
な
い
と
気

づ
く
こ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
孤
独

感
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
、

Ｓ
Ｈ
Ｇ
同
士
の
つ
な
が
り
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
交
流
会
で
の
情
報
交
換
を
き
っ

か
け
に
、
各
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
参
加
し
て
い
る
複

合
的
な
悩
み
を
抱
え
る
参
加
者
へ
の
情
報

提
供
に
つ
な
が
る
、
近
隣
地
域
で
活
動
し

て
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
同
士
の
自
主
的
な
情
報
交

換
・
交
流
に
発
展
す
る
、
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｈ

Ｇ
の
主
催
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
他
の
Ｓ
Ｈ

Ｇ
が
登
壇
す
る
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活

動
支
援
開
始
か
ら
20
年
と
い
う
年
月
を
経

て
、
本
会
に
登
録
し
て
活
動
す
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ

が
増
え
、
他
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
と
出
会
え
る
機
会

も
増
え
る
中
で
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
同
士
の
主
体
的

な
連
携
・
協
働
に
基
づ
く
活
動
へ
と
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
も
つ

「
チ
カ
ラ
」
と
可
能
性
を
大
切
に
、
安
心
・

安
全
な
居
場
所
を
つ
く
り
続
け
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
自
身
に
よ
る
積
極
的
な
取
り

組
み
の
支
援
や
、
新
た
な
交
流
・
連
携
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
活
動
に
向
け
た
支
援
な

ど
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
応
援
団
と
し
て
の
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
地
域
課
）

日時 　令和５年11月13日（月）13：30～16：45（12：45開場）
対象 　セルフヘルプ・グループに関心のある方など
定員 　会場参加200名・オンライン参加100名
会場 　かながわ県民センター　２階ホール

　　　　 　　（横浜市神奈川区鶴屋町２－24－２）
プログラム 　
●記念対談
〈登壇者〉堀越由紀子氏（星槎大学専任教授）
  臼井正樹氏（神奈川県立保健福祉大学名誉教授）
〈進　行〉中越章乃氏（東海大学講師）
●セルフヘルプ・グループからのメッセージ
・①（N）あではで神奈川（発達障害を持つ子の親と成人本人の会）
・②被害者支援自助グループ「ピア・神奈川」（被害者・被害者遺族等の相談・支援）
・ ③ AA※（広報活動実行委員会）（アルコール依存症からの回復をめざす本人のグループ）

※AA：アルコホーリクス・アノニマス
・④ひきこもり当事者グループ「ひき桜」in横浜（ひきこもり経験者による当事者団体）
●セルフヘルプ・グループ１分紹介タイム

申込 　申込フォームにて申込（11月２日（木）締切）
問合せ 　かながわボランティアセンター　☎045－312－4813

セルフヘルプ・グループの可能性 参加費無料

SHG支援事業20年の
中から見えた「SHG
の可能性」を紐解き
ます。ぜひご参加く
ださい！

【申込フォーム】

令和５年度セルフヘルプ実践セミナー　セルフヘルプ活動支援20周年記念事業

3
第862号　福祉タイムズ　2023.9.15



つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り

 

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に

「
赤
い
羽
根
・
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま

り
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
「
国
民
た
す
け
あ
い
運

動
」
と
し
て
始
ま
っ
た
共
同
募
金
運
動

は
、
県
内
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
主
た

る
目
的
と
し
て
、
近
年
多
発
す
る
大
規

模
災
害
時
の
被
災
者
支
援
活
動
を
始

め
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
に
応
じ
た

配
分
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
行
動
制
限
も
徐
々
に
解
除
さ
れ
、

令
和
５
年
５
月
、
感
染
症
法
上
の
分
類

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
社
会
・
経
済

活
動
が
感
染
前
の
状
況
に
戻
り
始
め
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
生
活
に
困

窮
す
る
方
や
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る

方
、
さ
ら
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
県
内

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
、
毎

年
、
記
録
的
な
大
雨
等
に
よ
る
大
規
模

災
害
に
よ
り
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
へ
の

対
応
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
共
同
募
金
運
動
は
「
つ
な
が

り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
」
を
全

国
共
通
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
緊
急
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
社
会
的
課
題
へ
の
支

援
事
業
や
災
害
支
援
事
業
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
県
内
の
地
域
福
祉
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る

　

共
同
募
金
会
の
緊
急
配
分
事
業

　

長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
社
会
的
な
課
題
が
顕
在
化
し
、
生

活
に
困
窮
す
る
方
々
や
子
ど
も
・
若
者

の
生
活
課
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
多

く
の
方
々
へ
の
支
援
が
新
た
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
会
で
は
「
つ
な
が
り
を
た

や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
次
の
緊
急
支
援
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・ 

地
域
に
密
着
し
た
多
様
な
生
活
支
援

活
動
を
応
援
す
る
緊
急
配
分
事
業

・ 「
食
」
を
中
心
と
し
た
物
資
に
よ
る
緊

急
支
援
事
業

●
企
業
と
の
協
働
の
推
進

　

企
業
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て

共
同
募
金
会
と
の
協
働
を
進
め
る
中

で
、
各
企
業
に
対
し
て
共
同
募
金
仕
様

の
自
動
販
売
機
（
購
入
に
よ
り
寄
付
が

で
き
る
）の
設
置
や
商
品
に
よ
る
寄
付
、

寄
付
金
付
き
商
品
の
開
発
な
ど
を
企

画
・
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
が
利
用
す
る
鉄
道
各
社

と
の
協
働
を
図
り
、
地
元
意
識
を
喚
起

し
た
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
始
ま
っ
た
鉄
道
会

社
と
の
協
働
事
業
に
よ
り
、
今
年
度
も

コ
ラ
ボ
缶
バ
ッ
ジ
を
製
作
し
ま
し
た
。江ノ島電鉄

相模鉄道

●
共
同
募
金
Ｐ
Ｒ
大
使
に

　
　
〝
コ
ウ
タ
ロ
ウ
〞
が
就
任
！

　

令
和
５
年
度
の
共
同
募
金
Ｐ
Ｒ
大
使

に
、
野
毛
山
動
物
園
（
横
浜
市
西
区
）

の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー「
コ
ウ
タ
ロ
ウ
」が
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
園
と

の
協
働
事
業
は
平
成

24
年
度
か
ら
始
ま

り
、
今
回
で
12
代
目

の
大
使
と
な
り
ま
す
。

●
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働

　

共
同
募
金
会
で
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働

を
開
始
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ

の
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
、
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
、
プ
ロ
野
球

の
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模

原
が
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
赤
い
羽
根

共
同
募
金
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
公
式
戦
会
場
で
は
、
赤

い
羽
根
と
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
（
ピ
ン
バ
ッ

ジ
等
）
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
募
金
を

実
施
し
ま
す
。

各スポーツチームとのコラボバ
ッジ①横浜Ｆ・マリノス②川崎
フロンターレ③湘南ベルマーレ

①

③

②

●
県
内
初
赤
い
羽
根
広
報
電
車
が
運
行
!!

　
平
成
26
年
度
に
開
始
し
た
江
ノ
島
電

鉄（
江
ノ
電
）な
ら
び
に
湘
南
モ
ノ
レ
ー

ル
と
の
協
働
事
業
は
、《
沿
線
の
町
を
良

く
す
る
し
く
み
》
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
、
鎌
倉
市
内
・
藤
沢
市
内
の
両
沿

線
の
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
協
働
事
業
が
今
年
で
10
年

目
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し

て
、
江
ノ
電
な
ら
び
に
湘
南
モ
ノ
レ
ー

ル
に「
赤
い
羽
根
」仕
様
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
を
装
着
し
て
、
鎌
倉
・
藤
沢
市
内
を

運
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
県

内
初
と
な
る
「
赤
い
羽
根
広
報
電
車
」

が
10
月
１
日
か
ら
出
発
進
行
し
ま
す
。

　
　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

令
和
５
年
度
共
同
募
金
運
動
に
、
引

き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

（
県
共
同
募
金
会
）

令和５年度
動物シリーズバッジ

4
第862号　福祉タイムズ　2023.9.15



●
国
（
厚
生
労
働
省
）
の
動
き

　

平
成
30
年
５
月
、
厚
生
労
働
省
は

「
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
整
備
に

向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
（
令

和
５
年
３
月
改
正
）
し
、
各
都
道
府
県

は
、
一
般
避
難
所
で
災
害
時
要
配
慮
者

に
対
す
る
福
祉
支
援
を
行
う
災
害
派
遣

福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
を
組
成
す

る
と
と
も
に
、
一
般
避
難
所
へ
こ
れ
を

派
遣
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
必
要
な
支

援
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
都
道
府
県
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

社
会
福
祉
施
設
等
関
係
団
体
な
ど
の
官

民
協
働
に
よ
る
「
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
す
る
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、国
に
お
い
て「
災

害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
央
セ
ン

タ
ー
」
が
創
設
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
局
地
的
な
災
害
や
広
域
的
な

災
害
の
場
合
、
単
独
の
都
道
府
県
で
は

対
応
が
困
難
な
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
他
都
道
府
県
か
ら
の
派
遣
調
整
等

に
あ
た
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
時
に
は
、
広
域
的
な
支
援
調
整
へ
の

備
え
と
し
て
、
全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
た
会
議
や
全
国
会
議
、
災
害
派
遣

福
祉
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
な
が
わ
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

 

―
神
奈
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
設
置
後
の
取
り
組
み
を
中
心
に

● 

か
な
が
わ
災
害
福
祉
広
域
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置

　

本
県
で
は
、
平
成
28
年
７
月
、
事
業

者
団
体
及
び
職
能
団
体
な
ど
の
福
祉
関

係
団
体
等
と
協
働
し
、
大
規
模
災
害
発

生
時
の
避
難
所
等
に
お
い
て
、
要
配
慮

者
（
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
特
に

配
慮
を
要
す
る
方
）
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
か
な
が
わ
災
害
福
祉

広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
設
置
し
、
災
害
時
に
備
え
た
団

体
間
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
要
配
慮
者
支
援
を
行
う

人
材
の
育
成
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

● 

神
奈
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
設
置
後
の
取
り
組
み

　

令
和
２
年
度
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
成
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
神
奈
川
県

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
神
奈
川
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
員

は
、
社
会
福
祉
士
や
介
護
支
援
専
門
員

な
ど
の
福
祉
専
門
職
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
登
録
研
修
を
受
講
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
計
５
回
の
登
録
研
修
を
実
施

し
、
令
和
５
年
８
月
１
日
現
在
の
チ
ー

ム
員
数
は
２
０
０
名
で
す
。
災
害
時
の

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活
動
内
容
は
、
避
難
所
に

お
け
る
要
配
慮
者
等
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
、
相
談
支
援
、
避
難
所
内
環
境
整
備

等
、
多
岐
に
渡
る
た
め
、
登
録
研
修
後

も
、
多
職
種
の
災
害
時
支
援
チ
ー
ム
と

の
連
携
を
学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研

修
、
支
援
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
員
等
と
の
情
報
伝
達

訓
練
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
本
部
（
県
及
び
県
社

会
福
祉
協
議
会
）
に
よ
る
チ
ー
ム
編
成

訓
練
の
実
施
や
、
県
内
市
町
村
が
実
施

す
る
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
に
神
奈

川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
し
て
参
加
し
、
実
動
を

想
定
し
た
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
茅
ヶ
崎
市
、
川
崎
市
、
平
塚
市

と
連
携
し
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
チ
ー
ム
員
同
士
の
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
、
先
遣
隊
及
び
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
候
補
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
神
奈
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
体

制
強
化
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

●
今
後
に
向
け
て

　

全
国
で
は
、
全
都
道
府
県
で
災
害
福

祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
令
和
５
年
度
中
に
46
都
道

府
県
で
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

神
奈
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
設
置
か
ら
３

年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
派
遣
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、県
民
へ
の
周
知
、受

援
側
と
な
る
市
町
村
等
地
域
関
係
者
の

理
解
、
訓
練
内
容
の
充
実
な
ど
、
引
き

続
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
の
皆
様

と
協
働
し
、
一
つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
決

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
、
神
奈
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
チ
ー

ム
員
が
活
動
す
る
に
は
、
チ
ー
ム
員
が

所
属
す
る
法
人
、
施
設
・
事
業
所
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
今
後
も
、
本
県
の
災
害
福
祉
支

援
体
制
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
一
層
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
県
地
域
福
祉
課
）

神奈川DWATビブス
（平塚市実動訓練にて）

神奈川DWAT
の取り組みは
県HPで掲載し
ています。

かながわ災害福祉広域支援ネットワーク構成員
区分 団体名等

福
祉
関
係
団
体
等

（一社）神奈川県介護支援専門員協会
（公社）神奈川県介護福祉士会
（一社）神奈川県高齢者福祉施設協議会
（福）神奈川県社会福祉協議会
（公社）神奈川県社会福祉士会
神奈川県身体障害施設協会
（一社）神奈川県精神保健福祉士協会
（一社）神奈川県知的障害施設団体連合会
（公社）神奈川県理学療法士会
（一社）神奈川県老人保健施設協会
（一社）相模原市高齢者福祉施設協議会
（公社）横浜市福祉事業経営者会

行政 神奈川県
（令和５年８月１日現在）
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連
載　

連
携
・
協
働
の
今
【
最
終
回
】

神
奈
川
県
内
の
連
携
・
協
働
事
例
を
振
り
返
る

日
本
福
祉
大
学
教
授
・
渋
谷
篤
男

社
会
福
祉
法
人
間
の
連
携
で

ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
む
（
⑤
）

　

寿
徳
会
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ボ
（
障
害
者
就

労
支
援
施
設
）
で
は
「
幸
せ
餃
子
」
を

発
売
し
、
さ
ら
に
パ
ン
づ
く
り
を
し
て

き
た
サ
ン
メ
ッ
セ
し
ん
わ
（（
福
）
進
和

学
園
）
と
コ
ラ
ボ
し
て
「
パ
ン
の
フ
ェ

ス
」
で
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
ヒ
ッ
ト
し
、

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
の
可
能
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
で
ワ
イ
ン
づ
く
り
を

目
指
す
（
⑥
）

　
（
福
）
光
友
会
は
、
利
用
者
の
た
め
に

隣
地
の
農
地
を
取
得
し
野
菜
づ
く
り
を

始
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

農
業
分
野
で
の
施
設
外
就
労
の
場
づ
く

り
を
す
す
め
、
大
規
模
農
園
で
の
生
花

づ
く
り
、
青
果
市
場
内
の
畑
作
業
の
業

務
受
託
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

農
福
連
携
は
、
労
働
力
不
足
に
苦
し

む
農
業
と
、
福
祉
的
課
題
を
持
つ
人
の

働
く
場
を
探
す
福
祉
の
動
き
が
出
会

い
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
連
携

の
場
を
つ
く
る
動
き
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
光
友
会
は
、
こ
の
農
福
連
携

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

光
友
会
は
、
さ
ら
に
ワ
イ
ン
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
ぶ
ど
う
づ
く
り
を
始
め

ま
し
た
。

　

農
福
連
携
は
非
常
に
魅
力
の
あ
る
取

り
組
み
で
す
が
、
実
際
に
は
、
農
業
側

か
ら
言
え
ば
、
農
地
確
保
か
ら
始
ま
る

さ
ま
ざ
ま
な
農
作
業
の
段
取
り
づ
く

り
、
一
方
、
福
祉
側
か
ら
言
え
ば
、
年

間
の
働
く
側
の
安
定
的
な
労
働
の
機

会
・
時
間
の
確
保
、
働
き
が
い
の
確
保

に
課
題
が
あ
り
、
そ
の
調
整
は
簡
単
で

は
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
点
、
光
友
会
は
耕
作
放
棄
地
の

確
保
、
農
協
や
水
利
組
合
の
調
整
、
農

作
業
の
経
験
の
あ
る
職
員
の
使
用
な

ど
、
入
念
な
準
備
を
す
す
め
て
き
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
種
ま
き
、
収

穫
、
四
季
の
移
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
を

重
視
し
て
す
す
め
、
ま
た
、
地
元
の
人

と
一
緒
に
収
穫
し
、
作
物
を
一
緒
に
料

理
し
て
食
べ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地

域
の
人
び
と
と
の
交
流
を
実
現
し
、
農

福
連
携
の
魅
力
を
十
分
に
取
り
入
れ
た

活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

農
福
連
携
の
取
り
組
み
事
例
は
け
っ

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
両
者
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
状
況
を
つ
く
る
の
は
、

な
か
な
か
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

光
友
会
の
取
り
組
み
は
、
念
入
り
な
調

整
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。「
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
『
課
題
を
解
決
し
た
い
』
と
い
う

思
い
を
基
に
進
め
る
」
と
あ
る
の
は
、

連
携
の
本
質
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
事
例
で
地
元
大
規
模
農

園
の
み
な
ら
ず
、
農
協
、
市
場
、
大
学

と
の
連
携
が
誕
生
し
た
こ
と
は
ま
さ
し

く
「
連
携
の
連
鎖
」
が
す
す
ん
で
い
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

食
品
の
需
要
と
供
給

（
連
携
）
を
す
す
め
る
（
⑦
）

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
単
に
食
品
を
供

給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
消
費
期
限
・
賞
味
期
限
な
ど

の
関
係
で
棄
て
ざ
る
を
得
な
い
食
品
が

あ
る
と
こ
ろ
と
、
食
品
確
保
が
難
し
い

人
と
を
つ
な
ぐ
活
動
で
す
。
す
な
わ
ち
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
食
品
の
ロ
ス
を
危
惧

す
る
と
こ
ろ
と
食
事
の
確
保
に
迫
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
と
の
連
携
・
協
働
を
は

か
る
も
の
で
す
。

　

非
常
に
簡
単
な
仕
組
み
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
の
ニ
ー
ズ
を

結
び
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
廃
棄
処
分
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
困
り
ご
と
と
、
食
品
を

確
保
し
た
い
と
い
う
困
り
ご
と
を
結
び

つ
け
る
の
は
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
前

に
企
業
と
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い（
連

携
）
と
食
品
が
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

の
確
実
な
把
握
（
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

組
織
と
の
連
携
）
が
あ
っ
て
、
初
め
て

成
り
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

記
事
の
中
で
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、

家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
、
相

談
窓
口
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
に
持
ち

寄
っ
て
、
必
要
な
人
に
配
る
活
動
で
す

（
ド
ラ
イ
ブ
と
は
「
運
動
」
の
こ
と
）。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
違
い
は
、
一
般
の

　

４
月
号
か
ら
８
月
号
に
か
け
て
連
載
「
連
携
・
協
働
の
今
」
と
し
て
、
神
奈
川
県

内
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
り

「
連
携
・
協
働
」
と
は
、
さ
ほ
ど
敷
居
が
高
い
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
活
動
に
必

ず
よ
い
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。
と
く
に
異
分
野
と
の
連
携
・
協

働
の
動
き
は
、
地
域
社
会
が
福
祉
と
の
連
携
を
意
識
し
て
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
私
た
ち
福
祉
関
係
者
と
し
て
は
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
方
で
「
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
づ
く
り
」
と
な
る
と
、
か

な
り
険
し
い
道
で
あ
り
、
様
々
な
関
係
者
が
皆
で
知
恵
を
絞
っ
て
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
も
、
少
し
視
点
を
向
け
て
本
連
載
を
振
り

返
り
ま
す
。

（
〇
数
字
は
掲
載
月
）

ー新たなパートナーシップを目指してーー新たなパートナーシップを目指してー
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人
が
食
品
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
十
分

な
食
事
を
得
ら
れ
な
い
人
が
い
る
こ
と

を
知
り
、
そ
れ
を
気
遣
う
気
持
ち
を

持
っ
て
も
ら
う
と
い
う
点
で
、
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

似
て
い
る
よ
う
で
違
う
も
の
で
す
が
、

こ
れ
を
通
し
て
、
食
品
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
十
分
に
食
事
を
得
ら
れ
な
い
人

の
存
在
を
知
る
こ
と
と
い
う
共
通
項
を

持
つ
こ
と
で
、
両
方
が
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、３
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、検
討

を
し
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
連
携
は

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

も
う
少
し
整
理
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
連
携
」
と
言
う
と
よ
く
書
か
れ
る
図

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
今
ま
で
と

同
じ
こ
と
を
続
け
、
連
絡
を
と
り
あ
う

だ
け
で
連
携
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
一

緒
に
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
励
ま
さ
れ

る
と
い
う
程
度
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。（
Ａ
）

　

お
互
い
に
刺
激
を
受
け
、
自
分
た
ち

の
活
動
を
大
き
く
す
る
、
あ
る
い
は
質

を
高
め
る
の
が
連
携
の
効
果
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
一
緒
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
活
動

を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。（
Ｂ
）

　

さ
ら
に
重
な
り
合
う
と
、
共
通
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
そ
の
質
を
高
め
て
い

き
、
協
働
と
い
う
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
Ｃ
）

　

し
か
し
、
い
っ
そ
う
難
し
い
連
携
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
相
談
支
援
に
お

け
る
連
携
で
す
。

総
合
相
談
支
援
を
実
現
す
る

た
め
の
連
携
・
協
働
（
⑧
）

　

こ
の
事
例
紹
介
の
タ
イ
ト
ル
は
「
孤

立
し
て
い
る
人
を
地
域
に
つ
な
ぐ
」
で

す
。
読
者
の
方
で
、
違
和
感
を
持
つ
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
例
は
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で
す
が
、
こ

の
事
業
は
経
済
的
困
窮
者
を
対
象
と
し

て
い
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
か
ら
で
す
。
実
は
「
孤
立
し
て
い
る

人
々
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
ば

れ
、
多
様
な
つ
な
が
り
を
再
生
・
創
造

で
き
る
こ
と
を
目
指
す
」（
社
会
保
障
審

議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
あ
り

方
に
関
す
る
特
別
部
会
報
告
書
）
こ
と

が
事
業
の
目
的
と
し
て
あ
り
ま
す
。
い

ま
、
市
町
村
に
お
い
て
包
括
的
支
援
体

制
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
焦
点
も
、
実
は
、
社
会
的
孤
立
の

課
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。

　

紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
で
は
、
支
援

す
る
本
人
は
70
代
で
認
知
症
で
し
た

が
、同
居
す
る
甥
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
の
が
難
し
く
、
医
療
同
意
の

手
続
き
、
成
年
後
見
の
申
し
立
て
、
本

人
が
亡
く
な
っ
た
後
の
支
払
調
整
、
遺

骨
の
移
送
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
し

た
。
そ
の
こ
と
を
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業
が
担
い
ま
し
た
が
、
関
係
団
体

と
の
連
携
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
必
要

で
し
た
。逗
子
市
社
協
は『
連
携
を
進
め

る
上
で
…「
つ
な
が
り
の
た
め
の〝
糊の

り

代し
ろ

〞

が
大
事
』
と
言
い
ま
す
。
糊
代
と
は
、

人
や
組
織
が
自
ら
の
領
域
を
少
し
超
え

て
手
を
取
り
合
え
る
部
分
を
増
や
す
こ

と
を
意
味
し
ま
す
が
、
連
携
す
る
上
で

は
お
互
い
に
柔
軟
な
対
応
が
大
事
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
等

の
各
相
談
支
援
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
か

の
分
野
と
も
連
携
す
る
だ
け
で
な
く
、

分
野
を
超
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各
分
野
に
属
さ
な

い
問
題
へ
の
対
応
を
実
現
し
な
い
と
、

課
題
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

●　
　

●　
　

●　

　

連
携
・
協
働
の
意
義
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
、

１
お
互
い
の
力
を
借
り
合
い
、
支
援
の

実
を
あ
げ
る
こ
と

２
１
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
伸
ば

す
こ
と

３
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

漏
れ
の
な
い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
に
つ
い
て
は
、
地
域
共

生
社
会
で
い
う
「
包
括
的
支
援
体
制
」

づ
く
り
の
こ
と
で
あ
り
、
関
係
者
を
あ

げ
て
の
大
き
な
取
り
組
み
、
今
後
、
意

識
的
か
つ
着
実
に
す
す
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が
広

が
る
中
で
、
生
活
を
支
え
る
地
域
の
場

か
ら
、
多
分
野
、
多
領
域
を
意
識
し
て
、

連
携
・
協
働
の
一
歩
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

が
１
・
２
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
関
係
者

の
活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（A）

（B）

（C）

連載はタイム
ズバックナン
バーでご覧い
ただけます。

http://knsyk.
jp/c/times
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演題名 施設名

家族、相談員として経験し、学んだ看取り―施設、家族、在宅医との連携 特別養護老人ホーム弥生苑

高齢者施設の緩和ケアの現状と課題―在宅医対象の全国アンケート調査 介護老人福祉施設若竹苑

在宅での看取りケアの質の向上―多職種デスカンファによる効果の検討 わかたけ訪問看護ステーション

あなたと向き合うためのICT―ともに過ごせる尊い時間 特別養護老人ホームかわいの家

LIFE導入後の効果と課題について 特別養護老人ホーム湘南ホーム

特養からの卒業―私たち入所施設職員にできること 道志会老人ホーム

改めまして　SGK委員会です―三つのテーマをひとつに レジデンシャル常盤台

可視化されたデータに基づく排泄援助 よつば苑

何から始めれば良い？ICT―施設での実践的ICT化とは 介護老人福祉施設すみよし

ご利用者のQOL向上を目指して―脳機能との関連における一試行 道志会老人ホーム

楽 楽 入浴介助―ウルトラファインバブルで幸せいっぱい 特別養護老人ホーム新緑の郷

繰り返す臀部の皮剥け対するアプローチ わかたけ青葉

フレイル予防を意識した献立と食事提供 みんなと暮らす町

誤嚥性肺炎による入院を減らしたい！！―食の幸せを守る管理栄養士の、この指とまれ 特別養護老人ホーム栗原ホーム

限界まで加水を抑えたソフト食への挑戦―私たちでも美味しいソフト食できました はだの松寿苑

どうする！口腔と栄養―その時、ケアマネは動いた…訪問歯科へ 介護老人福祉施設 若竹苑(通所介護事業)

ストレスチェックを活用した職場改善―エンゲージメントを高める具体的な取り組み 介護老人福祉施設わかたけ都筑

介護士補完計画―知識より意識 はなの家とむろ

キャリアデザインが描ける評価制度の導入 介護老人福祉施設わかたけ富岡

スマホでラクラク情報共有－ヘルパーも負担が減って効率化 えびな北高齢者施設

安心して過ごしやすいデイサービスの環境作り－コロナ禍での認知症高齢者への環境支援 聖テレジア在宅ケアセンター大船デイサービス台

地域ケアプラザで行うひきこもり相談 横浜市すすき野地域ケアプラザ

　

令
和
５
年
７
月
５
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
（
横
浜
市
西
区
）
に
て
「
第
21
回

か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
高
齢

者
福
祉
に
携
わ
る
方
々
の
実
践
を
通
し

て
と
も
に
学
び
合
い
、
県
内
の
高
齢
者

福
祉
の
取
り
組
み
の
最
前
線
を
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
会
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
会
員
施
設
の
参
加
に
よ

り
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
集
形
式
で
の

開
催
は
４
年
ぶ
り
で
し
た
が
、
当
日
は

１
３
５
法
人
・
２
１
７
施
設
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
介
護
の
仕
事
を
志
す

学
生
・
教
職
員
２
２
５
名
を
含
む
約
１

２
０
０
名
の
方
々
が
集
う
研
さ
ん
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
る
時
代
へ

－

今
だ
か
ら
見
つ
め
る
福
祉
の
こ
こ
ろ

－

―
第
21
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
開
催

　

研
究
発
表
86
題
、
介
護
技
術
発
表
８

題
（
実
技
発
表
形
式
）
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
現
場
で
の
研
究
成
果
や
実
践
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
で
は
、
業
務
改
善
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
人
材
育
成
・
外

国
人
人
材
等
の
テ
ー
マ
が
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
の
が
特
徴
的
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
各
施
設
が
努
力
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
」「
参
考
に
で
き
る
と
こ
ろ
、
試
し

て
み
た
い
、
導
入
し
て
み
た
い
と
思
え

る
事
例
も
あ
り
、
有
意
義
・
有
益
な
機

会
で
し
た
」
な
ど
、
自
施
設
で
の
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
機
会
と
な
っ
た
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

介
護
技
術
発
表
で
は
、
県
内
施
設
に

よ
る
個
別
ケ
ア
部
門
・
移
動
介
護
部
門

の
発
表
の
他
、
学
生
発
表
と
し
て
県
立

津
久
井
高
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
発
表

ご
と
に
有
識
者
よ
り
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
い
た
だ
き
、
発
表
者
・
参
加
者

が
と
も
に
日
々
の
取
り
組
み
を
振
り
返

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
紹

介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
学
生
向
け
の
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
神
奈
川

県
社
会
福
祉
法
人
経
営
青
年
会
、
県
内

施
設
の
若
手
職
員
、
か
な
が
わ
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
「
介
護
の

［研究発表］　発表は18のテーマに分かれ、参加者との
積極的な質疑応答も行われた

第21回かながわ高齢者福祉研究大会研究発表優秀賞　受賞施設・演題一覧　（22題※発表会場・発表順）

8
第862号　福祉タイムズ　2023.9.15

8
第862号　福祉タイムズ　2023.9.15



仕
事
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
会
福

祉
法
人
・
高
齢
者
福
祉
施
設
の
魅
力
や

介
護
の
仕
事
の
楽
し
さ
、
大
変
さ
等
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
52
施
設
が
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
、
施
設
の
特
徴
や
採
用
情
報
等
を
発

信
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
仕
事
に
つ
い

て
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
働
く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」

「
新
た
な
気
付
き
が
た
く
さ
ん
得
ら
れ
、

も
っ
と
介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
た
」
と
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
得
た
経
験
や
成
果
を
基

に
、
会
員
施
設
を
は
じ
め
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
高
齢
分
野
に
お
け
る

現
場
の
実
践
が
よ
り
充
実
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

研究発表86題の抄録は、
大会ホームページでご覧
いただけます。

または、
検索 かながわ高齢大会

で検索

［介護技術発表］　実際の現場での介護技
術を共有し、更なる質の向上を目指す

［学生向けミニセミナー］
介護の仕事の魅力を紹介する

研究発表者・介護技術発表者へ日々の取り
組みの発表に対して奨励賞を授与

介護技術発表テーマ一覧
発表テーマ 施設名

むせこみやすく、誤嚥リスクの高い方の食事介助 横浜市浦舟ホーム

お客様の残存機能を活かした移動介護 訪問介護看護いずみ

ご本人の気持ちを大切に、福祉機器の活用による安全な
移動介護 特別養護老人ホーム金井原苑

移乗介助時のご利用者・介助者、双方の負担軽減について 特別養護老人ホームしらゆり園

持ちあげない介護～人の自然な動きに逆らわない介護 えびな南高齢者施設

ユマニチュードを活用した安全・安心な介護 特別養護老人ホームさわやか苑

災害時における移動介護 寒川ホーム

認知症の特性に合った着脱支援 県立津久井高校

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン
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2023年７月26日～2023年８月25日
※新聞等掲載時点

●厚生労働省　外国人介護人材関係施策改善に向
け検討

　厚生労働省は介護の技能実習、特定技能、EPA
（経済連携協定）における固有要件の緩和等を検討
するため、「外国人介護人材の業務の在り方に関す
る検討会」を立ち上げた。７月24日、第１回検討会
が開催され、論点として「訪問系サー
ビスへの従事」「人員配置基準算定の
緩和」「事業所開設後３年要件の緩和」
が挙げられた。

●厚生労働省　厚生労働白書を公表
　厚生労働省は８月１日「令和５年度版厚生労働白書」
（令和４年度厚生労働行政年次報告）を公表した。労
働白書は２部構成となっており、１部では単身世帯の
増加等を背景に顕在化した制度の狭間にある課題等
の現状と、ポストコロナの令和の時代
に求められる「つながり・支え合い」の
在り方の方向性をテーマとしている。

●厚生労働省　全自治体にひきこもりの実態調査
　厚生労働省はひきこもりの人や家族を支援するマ
ニュアルづくりに反映するため、８月７日に有識者
らを交えた検討会を開催し、令和５年度中に全自治
体を対象にした初の実態調査を行う。生活に困窮す
る「8050問題」が深刻になっており、各地の相談事
例や課題を把握し、多様な悩みに寄り添う「伴走型」
支援につなげる狙い。

●総務省　「高齢者サポート事業」で改善要請
　総務省は８月７日「身元保証等高齢者サポート事
業における消費者保護の推進に関する調査の結果」
を公表した。今後、契約トラブルが増える恐れがあ
るとして厚生労働省や消費者庁などに改善を要請し
た。調査では、施設入所時の身元保証や死後の葬儀
サービスなど多岐にわたる一方、事業者の79％は契
約内容を伝える重要事項説明書を作
成していないことが明らかになった。

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和５年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料で料で
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

プラン 22

オプション５
プラン 11

プラン33
プラン44

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ22-12033から抜粋）
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◇ 日時＝第4回　令和5年10月27日
（金）20時～21時30分
◇開催方法＝オンライン
◇ 申込方法＝Googleフォームもし
くはメールにて申込み

 URL https://forms.gle/
 bdwwWYcJnw4xxYsg6
 Mail tknkyukka2021@gmail.com
講座の詳細はHPで確認
 HP  http://knsyk.jp/s/
shiru/tknk_top.html

関係機関・団体主催の催し

かなテラス　女性のための
初期キャリア形成支援セミナー

　初期キャリア期の悩みを乗り越え
る私らしいキャリアデザインセミナー
◇ 対象＝入社3年目～5年目程度の
女性
◇ 日時＝ セミナー  令和5年11月17
日（金）10時～16時30分

　 キャリアカウンセリング  令和5年
　11月22日（水）または30日（木）
　10時～17時のうち50分
◇受講料＝2,000円
◇締切＝令和5年10月17日（火）
◇会場＝かながわ県民センター
詳細はHPで確認

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き

◇ 理事会＝9月1日（金）①正会員の入
会②評議員候補者の推薦③令和5
年度県社協会長顕彰候補者の審査
④県社協活動推進計画骨子（案）

新会員紹介

【施設部会】シーサイドかなざわ

本会主催の催し

令和５年度第２回
福祉のしごとフェア

① 働き方や魅力がわかる！「福祉の
しごと就職支援ガイダンス」
② 直接聞ける、話せる！「福祉施設
等就職相談会」
◇日時＝令和5年10月14日（土）
　　　　11時30分～16時
◇ 会場＝パシフィコ横浜アネックス
ホール
◇ 対象＝福祉の仕事に就きたい方、
福祉の仕事に興味・関心がある方

 HP  https://www.kfjc.jp/
event/detail.asp?id=20889
詳細はHPで確認
◇ 問合せ＝かながわ福祉人材センター
☎045－312－4816
Mail jinzai@knsyk.jp

協働モデル事業
多文化高齢社会ネットかながわ

　小さな交流会　あなたの隣の多文
化な人々に出会いましょう！話しま
しょう！（全7回）

（広告） （広告）

今月号の「みんなのいいね」
はお休みいたします。
引き続き投稿を募集
しています！

　本会ホームページをリニューアルいたします。
　公開は10月２日を予定しています。
　新しいホームページをお楽しみに！

【県社協HP】　https://knsyk.jp

 HP  https://www.pref.kana
gawa.jp/docs/x2t/kouza_
event/shoki_career2023.html
◇ 問合せ＝かなテラス（神奈川県立か
ながわ男女共同参画センター）参画
推進課

☎0466－27－2117

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】古積英太郎、福田
勝樹
【交通遺児等援護基金】藤尾はるみ、
（株）エスホケン
【子ども福祉基金】脇隆志、（株）エス
ホケン
【ともしび基金】石田隆
 （匿名含め、合計9件94,150円）
【寄附物品】住宅営繕事務所、（公財）
オリックス宮内財団、（一社）神奈川
県養豚協会、横浜幸銀信用組合
【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンド・ハーベス
トジャパン、（福）みなと舎
 （いずれも順不同、敬称略）

ホームページリニューアルのお知らせ
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現
在
活
動
し
て
い
る
付
添
犬
は
14
頭

で
、
主
に
首
都
圏
と
東
海
圏
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
徐
々
に
付
添
犬
の
存
在
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
各
地
の
児
童
相
談

所
か
ら
支
援
の
依
頼
が
来
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
令
和
３
年
度
児
童
虐
待
の
相

談
対
応
件
数
は
20
万
件
を
超
え
、
過
去

最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。「
ど
う
す
れ
ば

虐
待
は
減
る
の
か
。
例
え
親
で
も
、
暴

力
は
駄
目
だ
と
い
う
意
識
を
啓
発
し
続

け
る
こ
と
、
何
か
あ
っ
た
時
に
助
け
て

も
ら
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
、
地
域
で

は
早
期
発
見
と
見
守
り
が
大
事
で
す
。

身
近
な
所
で
虐
待
に
気
付
い
た
ら
、
児

童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

『
１い

ち
は
や
く

８
９
』
へ
の
連
絡
や
、『
つ
な
っ
ぐ
』

な
ど
支
援
団
体
に
相
談
し
て
欲
し
い
」

と
新
井
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
つ
な
っ
ぐ
」
と
付
添
犬
は
、
支
援
を

必
要
と
す
る
全
て
の
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
、
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん

で
い
ま
す
。

（
企
画
課
）
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虐
待
や
性
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、
警
察
や
検
察
、
児
童
相
談

所
、
民
間
団
体
が
行
う
「
司
法
面
接
」

の
心
理
的
負
担
を
和
ら
げ
る
付
添
犬
。

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
を
日

本
に
導
入
し
た
の
が
、（
Ｎ
）
子
ど
も
支

援
セ
ン
タ
ー
つ
な
っ
ぐ（
以
下
「
つ
な
っ

ぐ
」）
で
す
。

　
「
つ
な
っ
ぐ
」
は
、
子
ど
も
の
た
め
の

権
利
擁
護
の
手
続
き
や
サ
ポ
ー
ト
、
身

体
的
・
精
神
的
ケ
ア
な
ど
一
連
の
対
応

が
受
け
ら
れ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
で
す
。
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
に

対
し
て
、
多
機
関
、
多
職
種
と
連
携
し

て
、
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
支
援
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
被
害
直
後
か

ら
自
立
す
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
支
援
の

一
つ
が
付
添
犬
で
す
。

　

付
添
犬
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
「
つ

な
っ
ぐ
」
事
務
局
長
の
新
井
香
奈
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
裁
判
で
、
子

ど
も
が
被
害
体
験
を
語
る
こ
と
は
と
て

も
大
変
で
す
。
そ
こ
で
付
添
犬
が
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
児
童
相
談
所
で
は
、

子
ど
も
と
接
す
る
前
後
に
付
添
犬
に
触

れ
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。
そ
し
て

「
付
添
犬
の
効
果
と
し
て
は
、
一
緒
に
い

る
だ
け
で
勇
気
を
与
え
て
く
れ
、
気
持

ち
を
癒
し
て
く
れ
る
支
え
」
だ
と
言
い

ま
す
。

　

取
材
は
40
分
以
上
に
渡
り
ま
し
た

が
、
そ
の
間
、
付
添
犬
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ

君
（
ボ
ロ
ニ
ー
ズ
）
は
、
ハ
ン
ド
ラ
ー

（
付
添
犬
と
行
動
を
共
に
す
る
人
）の
畔

柳
さ
ん
の
膝
の
上
で
、
ず
っ
と
大
人
し

く
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
と
接
す
る

時
も
じ
っ
と
大
人
し
く
し
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
遊
ぶ
時
は
元
気
に
遊
ぶ
そ
う

で
す
。

　

付
添
犬
に
は
、
落
ち
着
き
の
あ
る
性

格
、子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
受
け
入
れ
る
素
質
が
求
め
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ラ
ー
に
は
、

犬
と
の
信
頼
関
係
を
築
け
る
こ
と
や
、

子
ど
も
と
の
素
直
な
関
わ
り
が
で
き
る

人
柄
が
求
め
ら
れ
、
虐
待
を
受
け
た
子

へ
の
支
援
に
関
す
る
研
修
も
受
け
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
付つ

き

添そ
い

犬け
ん

が
活
躍
し
て
い
ま
す

子
ど
も
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
）子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
な
っ
ぐ（
横
浜
市
中
区
）

行政書士法人川原経営
社会保険労務士法人川原経営

アンジェロ君の飼い主でハンドラーの畔柳さん

事務局長の新井さん

（Ｎ）子ども支援センター
つなっぐ
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